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は じめ に

　日本は1998年 8 月末に 3 つ の 大事件を経験 した 。 朝鮮民主主義人民共和国 （北朝鮮）の 衛星

（ある い は ミ サ イ ル ）発射，株価暴落 と関東地方の 水害だ 。 だが
，

よ り正確 に言 う と，日本の

標準に よれば大事件だ っ た 。 当時，た とえば ロ ン ドン に滞在 して い た 日本人旅行者の 中に は帰

国後に 詳細 を知 っ て驚 い た入 もい た で あ ろ う。 英国の
一
般 ジ ャ

ー
ナ リズ ム は

，
こ れ らの 事仲 情

報 をボ ツ に した り， 軽 い 扱 い に した か らだ
田

。

一
方 ， 米国で は

， 伝統的 な 3大 テ レ ヴ ィ ・ネ

ッ トワ
ー

クが自前の 海外支局を動員す る ニ ュ
ー

ス を1988年か ら1996年の 期間に 半分近 く
， ある

い は 3分 の 1 近 くに 減少させ た とい う報告があ る
｛2 ’

。

　日本の ニ ュ
ース は，もう海外 （英語圏）で は不 要 にな っ た り，ある い は軽視されて い る の だ

ろ うか ？ 視 野 を
一

般 ジ ャ
ー

ナ リズム 以 外の 面 に まで 広 げる と
， 必ず しも ， 日本の 情報 が無

視 ・軽視 されて い る とは断言で きない 。

研究範 囲

　ジ ャ
ー

ナ リズ ム 研究は 広 い 範囲 に わ た る 。 しか し，活字媒体 の 分 野で は
， 焦点が い わゆ る

一

流紙に 当て られ が ちだ 。 業界専 門紙 ・誌 は もとよ り，

一
般経済紙 ・誌で す ら研 究者か ら十分に

評価 を受けて い ない 。 さらに，国際報道 の 面で も，調査 ・研究は 自国 の 特派員の 仕事辺 りに と

どま りが ちだ 。 こ の 現状は，筆者 の 眼 に は奇異に 映 る 。 日本 の ビジ ネス は
， 1990年代 に な っ て

弱点 をさらけ出 し て い る もの の ，世界経済の 中で の 大 きな柱で ある事に変わ りは な い か らだ 。

私見で は
， 日本の 産業界 （及び その 報道）が

， その 規模 と質の た め に詳細な研 究 に値す る事実

は不変だ 。 また，国際報道の 調査 ・研 究には ，未 開拓 の 分 野が 残 っ て い る と考 えて よ さそ う

だ 。

　眼 を工作機械業界 に 転 じて み よう。
こ の 産業分野で は，日本が 近年，生産 ・輸出 と もに 1 位

の 地位を確保 し続けて い る
。 生産 ラ ン キ ン グ で

， 日本に続 くの は ドイ ツ
， 米国 ， イ タ リ ア と ス
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イ ス だ
〔3 ）

。
こ の 事実 だ けで も， 日本の 業界に お ける動 きが ，世界最大 の 消費国で あ る 米国

（トッ プの 輸入国）など で 注 目されて もよ い 事 を示唆 して い る と言 えよう 。

　本稿 は，工作機械報道 の 面で 代表的な 日米の 出版物 を
一

つ ず つ 取 り，数値で確認，表現で き

る （具体的に は記事の分類に よ り）異同をさぐり， さ らには
， 両者の ご く基本的な文体の 特徴

に もふ れ る 。 研究対象とした 日刊工 業新聞の 1995年 8 月現在 の 部数 ， 536，795部は競争紙の 日本

工 業新聞 （409，217部），日経産業新聞 （226，914部）を上 回る
〔4 ）

。 日刊工 業新聞社は 日本工作機

械工 業会 （以下 ，
工 業会）が東京国際見本市協会な ど と共催する 日本国際工 作機械見本市 （国

際的に はJIMTOF＝the　Japan　lnternational　Machine　Tool　Fairと して知 られ る）に ブ
ー

ス を出展 し

た り，工業会が主催する メ ーカ ー
対抗野球大会を後援する など，紙面以外の 面で も工作工業界

に つ い て は積極的だ 。

　
一

方，Metalworking ∬nsiders
’

Report （以下 MIR ）は米国の ガ ー ドナ
ー出版 （Gardner

Publications　Inc．，本社は オ ハ イオ州シ ン シ ナテ ィ市 ）が発行す る 6 ペ ージ程度の 隔週刊 ニ ュ
ー

ズ レ タ
ー

で ある 。 部数は極秘 とな っ て い る。 写真は印刷 しな い が （日刊工 業は カ ラ
ー ・黒 白写

真 を併用 ），
テ ーブ ル （

一
覧表〉の 類 い は 時 に使 用す る 。 創刊 は 1993年 と若 い が ，

工 業会や

『世 界国勢図会』な どが近年引用 する 工 作機械 の 世界生 産 ・貿易続計の 出所は MIR で ある
。 米

国の 産業専門紙 ・誌と して は
， 珍 し く海外 （非米国）ニ ュ

ー
ス を重 視する 。

こ の 論文 が取 り上

げる の は MIR紙の 中の 日本 関連記事で ある 。 同紙の
， 特 に海外取材 を担 当して い る の は ワ

ー ド

サ
ー

ヴ ィ ス ・イ ン タ
ー

ナ シ ョ ナ ル 社 （WI・Wordservice　lnternational　Inc．，本社 ニ ュ
ー ・ヨ

ー
ク市）

で
， 150人の 記 者 を擁 し て い る

15 ）

。 筆者 はWI 社 の マ ーサ ・パ ル ブ ニ ア ク （Martha　Palubniak）

社長 ・総 支配 人 か らMIRに掲載された 日本関連記事などの 資料を提供 して い ただ い た 。

　 日刊工 業 とMIR の 両紙は
， 報道 に 際 して，旋盤，マ シ ニ ン グ ・セ ン タ

ー
（MC ） に 代表され

る 狭義の 「工 作機械」 に プ レ ス
， 鍛造用の 機械 ， 放電加工 機 を も加 えて い る 。 本稿で も， 「工

作機械」を広義 に定義す る 。こ の 方が実際的だ か らだ
〔6 〕

。 コ ン ピ ュ
ー

タ
ー数値制御装置 は重

要な部品だか ら調査 に含め た 。 た だ し金形， ロ ボ ッ トや B刊工業の 金 融 ・証券面に 出る工 作機

械 へ の 言 及 （その 多 くは断片的だ）は除外する 。 レーザー
に関 しては

， 金属切断 を用途 とす る

もの だけ を含 む 。

　 両紙の 1997年 1 月か ら12月 まで の 紙面 を検討 した 。 因み に こ の 年，工 作機械 は景気 回復 を見

た 。 工業 会が 102の 会員会社か ら個別の 数字 を得 て公表す る全 国受注統計 （狭義 の 工作機械 に

放電加工 機 を加 えるが ， プ レ ス や鍛造用機械 を除 く）は前年比で 20．5％の 増加 とな り， 1兆

1，306億 円とな っ た 。 近年の 受注 の 山 （歴 史的な新記録）は 1990年の 1兆 4，121億円，谷は 1993年

の 5，318億 円で ある 。 上 下の 揺れ が激 しい 業界だ と
， 容易に 推察で きる 。 工業 会の受注統計は

，

ユ
ーザー

側か ら見る と設備投資となる もの だか ら，民間 ・官庁エ コ ノ ミス トが景気の 先行きを

示唆する もの と して 受注 に注視す る事 は
，

こ こ で 強調す る必要 もない で あろ う 。

記 事分類 に見 る 日刊工 業 とMIRの 違い

　 日刊工 業新聞は1997年に 455本の 工作機械 に 関する記事を掲載 した 。 これ に対 して
，
MIR 紙が

印刷 した 日本関係の 記事は 54本で あ っ た 。 10倍 を越す ， 相当な数字 の 差異で あるが ，日刊工 業

にはかな りの 重複がある 。 た とえば決算の 場合 ， まず個別の 主要会社 ， 次 い で数字が出そろ っ

た と こ ろ で ト ッ プ ・グ ル ープ の 数字 を改め て
一

覧表 に して 伝える 。 また
， 受注統計 に つ い て も
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月に 2度 （主要会社の 個別の 金額 と工 業会の まとめ ）の 掲載とな っ て い た。 1998年か らは工業

会の 統計速報が加わ り， 毎 月 3度の 報道 とな っ て い る 。

　両紙 の
，

これ ら の 記事は内容 に よ り34の 種類 に 分類で きる 。 まず MIR と日刊 工 業が少 な くと

も 4 本の記事を掲載 した種類を抜 き出 し，各々 の記事数をあげてみ る 。

種　類 人　事 設備投資 新製品 受注額・販売 販売手法 海外進出 企業決算

日刊工 業 22 14 148 50 5 27 42
M［R 5 4 5 9 4 8 9

　新製品で 圧倒的な差異が見られ るが
，

こ の 理 由は容易に判断で きる 。 カ メ ラ ・電子製 品 ・自

動車など と同様に
， 日本市場向けに 発表 された工作機械 の 新製品が，直ちに 米国市場で も入 手

可能に な る事は まれ であ る 。 MIR は文句な く画期的だ と編集者が判断 した 新製 品の み を厳選 し

て ，た とえそ の 製品がす ぐに米国向け に輸出 されな くて も，報道 した形で あ る 。 また，日刊工

業の
，

トロ ール船が 大網で小魚 ま で 残 らず さらうよ うな
， ある い は どん な メ ーカ ーか ら も新製

品記事資料 （発表文） を受 け入 れる編集方針 とも関わ っ て い る 。

一
方 ， （工 作機械 メ

ー
カ

ー自

身の ）設備投資や彼等の 決算が ，MIR に も，
か な り高い 頻 度で 掲載 され る の は

， 米国市場で も

プ レ ゼ ン ス感 の ある大手会社 へ の 関心 を反映 して い る た め だ ろ う 。 同 じ事が 日本 勢 の 海外進 出

（日本の 外で の 工 場建設 ，能力増 強，支店開設 な どを含む）に つ い て 言え よ う。 日本の 会社 ・

団体の 人事報 道が MIR に も
， 多少な りとも見 られ る事は筆者に は 意外 で あ っ た 。

一
部の 日本 人

業界指導者は米国で も知名度がある ため だ と解釈で きよう。 日本で の 販売 （マ
ー

ケ テ ィ ン グ）

手法が 米国で も報 じられ る事は何 を意味 して い るか ？ 私見で は
， 販 売の 手管 ，

さら に 暗黒大

陸などと称 される
，

とか く不透明に な りがちな流通機構に アメ リ カ 人 が寄せ る興味 と無関係で

は な い だ ろ う 。

　次 に 示すの は
，

上 記の 数字 に
，
WI社 が東京の 記者か ら得て MIRの 編集部 に送 っ た原稿 数 と

，

MIR に採用 され ，印刷 され た記事数の 比 率 （パ
ーセ ン ト）を加え た も の で あ る

。
こ の 類 い の

デ
ー

タは
， 新 聞 ・雑誌で あれ電波 メ デ ィ ア で あ れ

， 組織 に よ っ て極秘 とされ る の が原則だ 。 た

とえ比較的小 さな出版物 に 関す る資料で ある に して も，珍 し く，ある 程度 の 価値 を有する もの

と言 える の で は な い か 。

種　類 人　事 設備投資 新製品 受注額
・
販売 販売手法 海外進出 企業決算

日刊 工 業 22 14 ！48 50 5 27 42
Wlの 送稿 8 4 21 27 4 8 30
MIR 5 弓 5 9 4 8 9

採用率 （％） 62．5 100 23．8 33．3 100 100 30

　こ れ らの 数字か ら
一

目瞭然 で ある の は
，
WI の 日本担 当記 者が （当然 ， 日刊工 業 の 東京本社

で も）受け取 っ て い る発表文に比 べ
， 本社 へ の 送稿数をか な り絞 っ て い る事だ 。 新製品 に 関す

る原稿の 採用率に至 っ て は最低の 23．8％とな っ て い る 。
こ の 理 由はある程度，推察で きる 。

マ

グ ロ ウ ヒ ル 社 （McGraw −HilD で の 20年 に 及ん だ筆者の 経験 か ら ， また主に 日本外国特 派員協

会 （the　Foreign　Correspondents’ Club　ofJapan ）を通 じて の 同業他社の 特派員 ・記者との 交際か

ら，専門紙 ・誌 の 海外特派員 ・通信員 の すべ て が 専 門家で は な い と断言 で きる 。 WIの 場合 も
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現地 の 記者が発表文の 内容 を十分 に判断で きず，とりあえず発表文の
一
部を英訳 して 送稿 した

可能性 を否定 で きな い 。
つ ま りMIR が印刷 した新製品記事の 少 な さ （5本）よ りも，　 WI本社 へ

の 送稿数 （21本）の方が 印象的だ 。 また企業決算原稿が 記事に なる率 も低 い が
，

これは MR が

数本の 原稿 をまとめ て
一

つ の 記事にする ため だ 。

　これ ら の 数字は別 の ある事実 を物語 っ て い る と筆者は考える。工作機械業界の 情報が 日本か

らMIRに流 れて い く過程で ，　 WI の 記者 ・編集者は
一

種の 「門番 」gatekeeperだ と言える の で は

なかろ うか 。 確かに ，表面的に はWIは専門ビジ ネス ・技術情報 を扱う，
一

種の通信社で しか

ない 。 そ して通信社 は
一

般 に
， 新聞 ・雑誌社 に比べ れば大小の 原稿 を休み な く流 し続ける事 で

有名で ある 。 さら に ， ゲ
ー

トキ
ーパ ー

は通常 「特定の 地域 や 集団内で 文化慣習形成過程で 影響

力 ， 決定権 を有す る人 。 また
，

マ ス ・コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン過程の 送 り手の うち ， 新聞社 ， 放送

局 の 編 集者 ， 整理 記者な どの ニ ュ
ー

ス 選択者 を さす」
｛7 ）

な ど と
，

か な り狭 く定義 され が ちだ 。

社 会学者 も 「コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン の 流 れ の なか で
，

メ ッ セ ージ ・情報の 流れ をコ ン トル ール す

る立場に い る人や 組織をい う］としなが ら も
， 具体例 として は 「新聞社の デ ス ク な ど」に限定

す る
〔6｝

。 門番理 論 を研究技術 （amedia 　analysis 　technique ） とす る 見方 もある
t9 〕

。

　 しか しなが ら，上に掲 げ た比較の ため の 数字は，専門情報の 国際 的な流 れ で は ，通信 社

（WD 記者が 最終製 品 （MIR） の デ サ イナー≡ 編集者 に代わ っ て
，

か な りの 程度 ， 門番 の 役割

を果 た して い る と示唆 して い る 。 こ れはWIの創立者 ・女性オ
ー

ナ
ー
経営者 ，

パ ル ブ ニ ア ク の

編集方針 と も関わ っ て い る 。 彼女は，部分的に は恐 ら くニ ュ
ー ・ヨ ーク本社で の 人手不足 の 問

題 もあ っ て
，

基本 的な編集方針 と して
， 特派員 ・記者の 原 稿に 朱筆を入 れ る の を最小限 に し て

い る 。 また，彼女 は特派員 ・記者の 採用 に際 して極力ヴ ェ テ ラ ン を選ぶ よ うに努め て い る 。 特

定の 産 業を取材 ・執筆す る記者歴が IO−15年に 及ぶケ ース も多 い 。

　従来 の 門番 ， gatekeeper／gatekeeping理論 の 説明は ，先に見た よ うに，比較的大規模な組織

にお ける整理 部記者 （日本で は 「記者」だが ，米国風の copy 　editors と い う肩書 きの 方が よ り

正確 だ と言 え よ う）や デ ス ク を例 に しが ちで ある 。 （あえて 説 明す れば ，整理 部記者 ・
copy

editorsの 主 な仕事は ， 伝統的に原稿の チ ェ ッ ク，長 さ の調整 と見出 しを書 く事で あ っ た 。 た だ

し
， 近年 ， 少 な くと も

一
部の 組織 た とえば オ ン ラ イン速報部 門で は

， 記者 に仮 の 見出 しを書

かせ る よ うに なっ て きた 。 日本の大新聞社 も例外で は な く，文化 ・学芸部な ど で 似た よ うな動

きがあ る 。 ）

　 こ れ らの 例 は適切 だ し必要だが ， 必ず しも十分だ とは 言い 切れない 。特 に理論 の 視野 に比較

的小規模な専門プレ ス や 国際報道をも加 える な ら
， 「現場 の 特派員 ・記者 も事実上

， 国内の 記

者 よ りも大 きな門番 の 役割 を担 う事 もあ りうる 」と付記すべ きで あろ う。 理 論の 従来 の 説明 に

は，話を分か りや す くするた め に
， 視野を国内報道 と大組織 に 狭め た とい う弱点がある 。 筆者

は理 論 の根 本的な修正 を求めは しな い が ，
こ の 程度の 追記あ る い は脚注は望 ま しい と考える 。

　 なお
， 門番 は 秘書 と言 い 換え られ る場 合 もあ り，

WI の 記者は 少な くとも職場 における秘書

の 役を演 じて い る と言えよ う。 門番を秘書 に た とえる説明は
，

た とえばgatekeepingに 関す る

次の よ うな文章に も現 れ て い る 。

“To　reach 　its　intended　target ，　every 　message 　has　to　pass

through 　many
‘

gates
’

；some 　Wi11　be　wide 　open
，
　some 　ajar

，
　some 　tightly 　closed 　At　work 　the 　boss’

s

secretary　is　the　archetypypal 　gatekeeper．　She　may 　be　under 　instruction　to　welcome 　callers 　or　delay

them ，　by　letter，
　by　telephone 　or　physically　by　

‘

guarding
’

the　boss
’

s　door．．一
” 〔10〕
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　こ の 表現を借 りれ ば，工 作機械販売手法に つ い て の 日本情報には WIで もMIRで も門戸 が広 く

開かれて い た事 に なる 。 設備投資 と海外進出の 情報に はMIRの ドア が十分 に開かれて い た 。 日

本の 新製品 ニ ュ
ー

ス に つ い て は，同国の 日刊 新聞で は，恐 ら く日刊工 業の 門番の みが 非常に 寛

大だ。 M ［Rは もとよ り，
　 WIの 門番で さ え新製品発表文の 取捨選択に関 して ， 相当に厳 しい 態度

で 臨んだ の は明 らかだ 。

　日刊工 業 とMIR に 共通 しな い 記事を も数 えて い こ う。
こ れ らの 数字 は

， 少な くともWI の 東 京

駐在記者が 門番で ある 点をさ らに強 く示唆 して い る
。 記事 の 種類に続 く数字は， 日刊工 業に掲

載 された記事数 ，
WI社が MIR に渡 した原稿の 数 とMIR が 印刷 した記事の 数で ある 。

　企業倫理 ，1／010；工作工 業業界人 の
一般経済に 関する コ メ ン ト，110／0 ；トッ プ経営者 の 年頭

所感 ， 9／0fO；業界展望 ， 910／0 ；地方 リポ ー ト， 210／0 ；外 国ニ ュ
ース

， 11010；業界再編 ・合併 ・

リ ス トラ クチ ャ リ ン グ，14／511；会社 （工 作機械部門）展望 ， 11／1／1 ；企業 間の 国際提携，

1／0／0 ；国内提 携 ， 21G／0 ；特許紛争 ，413／1 ；ア イ シ ン 精機 の 火災 ， 1／1／1 ；研究 開発 の 道具 ，

1！0／0 ；工 場の ISO （the　lnternational　Standardization　Organization）規格認定，410／0 ；生 産シ ス

テ ム
， 110／0 ；設備 リ

ース
， 211／0 ；取引の 決済方法 ， 1／010；技術 セ ミ ナ

ー ・調査報告 ， 12／ユ10；

見本市 ・企 業セ ミ ナ
ー
，910／0 ；販売計画 ，5／012；輸出実績 ・計画，13／6／3 ；輸入額 ・輸入品再

販 ， 10／1／O ；座談 会 ， 2／O／0 ；財団活動 ， 1／0／0 ；大学の 研究 ， 2／010；受賞 ， 21010；連載 （ドラ イ

カ ッ ト加工 ），6／0／0 ；連載 （小型機械），181010。

　社長 ・会長の 新年の 挨拶は多分 に 日本的 な （私見で も，報道に値 い する もの か ど うか疑問の

ある ）行事で あ りWI ，
　 MIR共 に完全 に無視 した。両者が不必要だ と判 断 した ニ ュ

ース の 中 に
，

業界展望 や 連載記事の よ うな内容 も含 まれ て い る 。
こ れ は MIRが ニ ュ

ーズ レ タ
ー

であ る事実 と

深 く関係 して お り，

一
度報 じた内容 を ， 日刊工 業の よ うに連載や業界見通 しの よ うな形で 続報

した り詳報す る の を拒否 して い る 。 座談会は ハ ーパ ーズ
， Harper

’
s　Magazineの よ うな例 外は あ

る もの の
， 米国式 ジ ャ

ーナリズ ム に と っ て 馴染み の ない 形だ 。 見本市 ・企業セ ミ ナ ーや企業 の

財団活動 （助成金 ）は
， 業界の 直接 関係者以外 の 読者 に は無視で きる もの で あ ろ う。 全般 に 日

刊工 業が業界 の すべ て を網羅 しよ うとす る意欲
，
あ る い は 「業界 ・会社サ

ー
ヴ ィ ス 」が 目立 ち，

MIRが比較的少数の 「ハ ード ・ニ ュ
ース 」 に徹 して い る事 を見て 取 れる 。

日刊工 業 とMIR の文体

　現在の 新聞記事に名文が あるだ ろ うか ？　た とえば朝日新 聞社は コ ラ ム 「天声 人語」 を誇 り

にす る 。 同社 と提携関係 に ある ニ ュ
ー ・ヨ ーク ・タイ ム ズ紙 は

， 自然や四季の うつ ろ い を描 く

社説 を掲載 し，
こ れが

一
種の 名物とな っ て い た

。
だが ，新聞が 歴 史の 第

一
稿で ある とす る な ら，

味の ある 文章よ り正確 さ の 方が重 要で あ ろ う。 こ の 点で 「天 声人語」は常 に 正 確で は なか っ た

ようだ。日系ア メ リ カ 人 の ジ ャ
ー

ナ リ ス ト，ナ ン シ ー ・ウ カ イは，かつ て 筆者 た ちと の 私的な

会話 で
， 大略次の ように こ ぼ した事があ る 。 「天声人語」を （ア サ ヒ ・イブ ニ ン グ ・ニ ュ

ー
ス ，

い わ ゆる英文朝日紙の た め に）英訳 した り，英文翻訳 をチ ェ ッ ク して い る と，厄 介な問題 に面

す る事が時 にあ っ た 。 担 当の 論説委員が米国に つ い て 書 い た場合 に，タイム誌 を情報源 に した

な ど と判明する の だが
， 記事の

一
部 を誤解 して い た と 。 英文記事→ 和文翻訳 → 英文翻訳 とい う

過程に加わるだけで も面倒なの に，彼女は不要な荷物まで担が され たわけで ある 。

　日刊工業 とM［Rの 文体 を検討す る に 際 して
， 3 つ の基準 一 正確 さ， 深み

， 明快 さ 一 を
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使 う。 筆者は こ れ ら に速 さを加えて，報道の 4 つ の 判断基準 と し て 提唱 した の だが
qD

， 桑原

武夫 『文学入門』（岩波新書）に掲げ られた
， 小説判断の 4 基準　　 面白さ， 新 しさ，誠実さ

と分か りよさ 一 をジ ャ
ーナ リズ ム 向けに改変した に す ぎない 。 （速 さの 面で

， 日刊工 業が隔

週刊 の MIRに対 して 圧倒 的な優位 に立 つ の は言 うまで もな い
。 前者に 比 べ て MIR の 遅 れ が 数日

以内 に お さまる の は
， 会社 に よる発表 の 直後 に WIが送稿 し，そ の 日がMIR の 締切 りの 直前で あ

っ た場 合，ある い は WIが ス ク
ー

プ を もの に した場合の み で あ る 。 ）

　基準 に沿 っ て検討を進め る前に，見出 しに言及 したい
。 日本の新聞は

一般紙をも含め ，英語

圏の 新聞 に 比べ 1 本の 記事の ため に見 出 しを多 く出す傾 向があ り， 日刊工 業 も例外で は な い 。

賑 や か な 見出 しは多忙な読者に とっ て便利 で ある反面 ，見 出 しも記事 も簡潔に すれ ば省資源

（紙 ， 印刷 イン ク，輸 送 トラ ッ ク の 軽油な ど） に つ なが りうる との考え もあ る 。 読者の 時間節

減 と省資源 の 比較 だか ら，善悪 の 判断は困難で もあ り微妙で もある 。 こ れ に対 して
， 筆者の 印

象で は
， 米国の 定期刊行物 ， 特に ニ ュ

ーズ レ タ
ーは簡潔 （ス リム ）で ス マ ー

トな見出 しや レイ

ァ ウ トを好 む 。

　た とえ ば 日刊工 業 （12March　l997）の
， ある 見出 しは 「小型汎用 NC旋盤　イン ドで 合弁生

産　池貝，来年か ら月 5 台」 とな っ て い る 。 同 じ内容を報 じる MIR （1　April　l99ア）の 見出 しは

“ lkegai　Getting　Settled　ln　lndia
”

で ある 。 ア イシ ン精機の 工場火災に よ っ て 生 じた特需 を報 じる

両紙の 見出 しは「工 作機械工 業界　アイシ ン 精機火災で 特需　在庫不 足で お お わらわ　展示機，

輸出用 か き集め」 （llFebruary），
“
ln　Japan，　A 　Factory　Fire　Plus　Lean　Inventories　Send　a　Toyota

Supplier　on 　a 　Machine−Purchasing　Spree
”

（3　March）とな っ て い る 。
こ れ は MIRの 標準で は長め

の 見出 しだが ，記事 も東京発 の もの に して は長め （4 分の 3 頁近 く）だ か ら釣 り合 い は取れ て

い る 。 日刊 工業の 見出 しに は
，

メ ーカ ーの 言 い 分を鵜呑 み に した よ うなもの もある 。 た とえば

「工 作機械 の 能力最 大限 に発揮　OKK が制御 ソ フ ト　 NC 装置，高能率無 人運転を実現」 （30

May ） とい っ た具合で あ る 。 因み に 同 じ内容 の 記事はMIR に は見 当た らな い
。

　正確 さの 観点か ら見 る と
， 日刊工業が MIRよ りも単純 な ミ ス を犯 しやす い 。 もちろ ん 前者の

方が 扱う情報量 が 多い し，速報な の で あるか ら，同情に値 い する現 象 と言える 。 た とえば 「ビ

ッ グ ス リ
ーな ど米国 自動車閨連業界向 けに

…i （22March） と い う文章で は 下線 部 を除去 した

方が 読者に よる誤解 を防 ぐ。
こ の 記事は工 作機械 （マ シ ニ ン グ ・セ ン タ

ー
〉の 輸出の み に 関す

る もの だ が ， 「関連業界」 に は タ イヤ ， 樹脂 な ど実 に多 くの 業界が含 まれて しまう。 「機械 の据

え付け指導，操作教育 ， 巡 回サ
ービ ス とい っ たサ

ービ ス 業務 を は じめ，加工 技術指導 ソ フ ト

教育 ，
コ ン サ ル テ ィ ン グ業務 を…」 （20March）はか な りの 悪文だ 。 こ の 書 き方で は 加工 技術

指導以下 の 業務はサ
ーヴィ ス とならず

， 事実に反 して しまう。 「反面 」を意味する の に 「半面」

（27May） と した ケース もあ っ た 。 こ の 種の ミス は MIR に と っ て も無縁で は な く
“ Land 　Sales

Help　Seiki　Wipe　Out　Deficit
”

（14　April）とい う見出 しに続 く記事本文は ，日立精機に よる赤字対

策の 土地売 りに触れて い た 。 従 っ て Salesを単数 の Saleとす る の が正確だ 。 なおMIRは見出 しに

お い て の み だが Hitachi　SeikL日立 精機 を Seikiと常 に 簡略化す る 。 「精機」 を社名の
一

部 に した会

社は多い とい うの に 。 「無償保証期間」 （22January）は業界用語で あるか も しれな い が ，「無償

修理保 証期 間」 とした方が正確 で 明快 だと考える 。 因み にMIRの 表現
”

…the　guarantee　period

during　which 　the　company 　o 任ers 　users 漉 e　repair 　of　its　machine 　tools
”

（5　February）は分か りや

す い
。 また milling は 「ミ リ ン グ」が正 確な の に ，しば しば 「ミー

リ ン グ」（た とえば30　January）
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と書か れ る 。

　 「油圧 サ
ーボモ ータ ーを搭載 して 他社従来機 よ り加工 速度 を一 ・五 一二 倍高 め た ほ か …

」

（13September） とい う情報 はそ の 信頼性 に疑 問を抱 かせ る 。 疑 問を防ぐため に 通常 ，
メ

ー

カーは 自社の 旧製品 と の性能 を比 べ る の で あろ う。 同 じ信頼性 とい う問題 は次 の 文章に もある 。

「同社はたて型研削盤で は国内 トッ プシ ェ ア を もつ もの の …」（1May）。 こ の 説 明を信 じさせ る

には具体的 なシ ェ ア の 数字に ふ れる事が必要で ある 。 次の 文章の後半は筆者に は理解 困難で あ

る 。 「加工 に 伴 う騒音 は従来の 十分 の
一

に押え ， 振動 と加工物 へ の 影響を減 らした」（30March）。

騒音が振動の 原 因で あ る よ うに しか 読め な い
。

　逆 に 日刊工 業の 記事が疑問の余地 を残 さない の は大 きな出来事の 場合で ある 。 た とえばセ イ

レ イ工 業に よる昌運工作所の 吸収合併 を伝える記事 （3May）は好例 と言えよ う 。

　正確 さ とい う観点か らMIRの 方がお おむね無難に思 えて くる理 由の
一

つ は ，英語圏の ジ ャ
ー

ナ

リズ ム で は イタ リ ッ ク体 の 部分の ような表現が定着 して い るか らで ある 。

“

Kitamura　Machinery

Co．（Takaoka，
　Japan）and 　the　Institute　of　Physical　and 　Chemical　Research （Wako ，　Japan）have

joinしly　developed　what 　they 　say 　is　the　world
’

s　fastest　vertical 　machining 　center
，
　With　a　l50， DO−rpm

spindle 　speed ．
”

（29　September）。

　 深 さや デ ィ テ
ー

ル に 関 して は，
一

見 日刊工 業の 方 に 軍配が上 が りそうで ある 。 紙面が豊 か だ

からだ 。 機械 ・メ カ トロ ニ ク ス 欄が原則 として毎 日 2 頁 もある 。 だが ，MIRは余計な細部 を省

い て い る の で読み やす い と い う考え方 も可能で ある 。 た とえば製品 カ タ ロ グ をCD −ROM 化す る

とい う記事 は 日刊工 業 （12February）で は 4 パ ラグ ラ フ
，
　 MIR （3　March）で は 2 パ ラグ ラ フ

（各 4 行）で あ っ た
q2｝

。

　 しか し
，

日刊工 業 に も不十分な記述 は ある 。 ある 5 軸研削盤 に つ い て の 記事は 「…国 内で

［従来］生産 して い る の は住友重機工業 ，
三菱重工 業 など数社 に過 ぎない 」 （3February）と伝

えた 。 「数社」で あるな ら全社 を列記する の が 自然 だ 。 因み に MIR （17　February）は 日本 の 両

社の 他 に
，

ドイ ッ と イタ リア を生産国と して あげた が ， 社名に は ふ れなか っ た 。 また
， 日刊工

業はア マ ダを提訴 した 「サ ル バ ニ ーニ イタ リア は イ タ リ ア 第二 位の 工 作機械メ
ー

カ
ー

で …」

（160ctober） と説明 した が ， ト ッ プ ・メ ーカ ーの 社 名 を 入れ る べ きで あ っ た 。
　 MIR （27

0ctober）はSalvagnini　Italia　Sp．A．の 業界で の 地位に はふ れ な い が ， 1 パ ラ グラ フ を費や して ，

会社の 沿革 と訴訟の 対 象 とな っ た機械の 生産台数な どを報 じて い る 。 MIR が 日本報道 を国際的

な視野で 実行す る例は 5 軸研削盤の 他に もあ る
。 読者が 日刊工 業 （240ctober）だけか ら 三 菱

重工 業の ドラ イ ・ホ ブ盤開発 に つ い て 知 っ たな ら，同社の みが こ の 分野の パ イ オ ニ ア だ と誤解

しか ねまい 。 MIR （11　November ）は同社 の 他に
， 米国 の Gleason！Pfauterと欧州 の Sigma　Pool連

合が 同 じ開発を手掛けて い る と明 らか にする 。

　明快 さを念頭 にお い て 両紙 を読 むと，MIRが数段勝る 。 英語と日本語 の 差異 が，こ の 違 い に

な っ て現れ る面 もある 。 た とえば
，

一
般 に 日本の 新聞記事で は

， 時制が不明だ っ た り， 単数 と

複数の 区別が つ か な い 事が か な りある 。 読者は 日刊工 業で も同じ問題 に面 し よ う。 「オ
ー

ク マ

は…
に再参入す る」 （10December） と書かれる と

，

一瞬なが ら， 未来形の よ うな印象を受ける

で あろ う。 と こ ろが記事は 「…を開発 し，
一

号機 を納入 した …」 と続 き ， 実 は再度の 参入は過

去形 （最近の 出来事）だ っ た と気づ くの だ
。 「森精機製作所…は

，

…を完成 ，本格稼働 した」

（21March ）と い うよ うな 文章な ら
， 時制 をめ ぐっ て の 頭 の 混乱 は起 こ りに くい 。 もっ と も
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「本格稼働 させ た」 と書 く方が文法的 に正確で あろ うが 。 数宇は言 うまで もな 〜 ビジ ネス ・プ

レ ス に と っ て 重要で あるが ， 日刊工業 は 1台 ，
1基の 場合 ， 特に単数で ある事を明記 しない 事

が ある 。 専門外の 読者には不親切で ある 。 た とえば 「オーエ ム製作所は…大型五 面加工 機な ど

を導入す る 」（27亅une ） と冒頭で 書 く。
1台で あろ うと

，
か な りの 自信を もっ て 推察で きる の

は
，

リー ドを含め て 第 4 パ ラ グ ラ フ ま で 読み 進ん だ時で ある 。 そ こ に は 「同社で は引 き続き六 ，

七年か けて 十数台の 大型五 面加工 機を入 れて い く」と説明 されて い るか らだ 。

　明快 さは分か りやす さで あ り， 分か りやす さは文章 （セ ン テ ン ス ）の 長 さな どに関連する 。

日刊 工 業の 文章は長 め で あ り （多分，日本経済新聞 と似た よ うな長 さ で あ ろ う），MIR の 短 さ

と対照的だ。後者で は ，まれに見る最長の パ ラ グラ フ が10行程度で あ り， 1 セ ン テ ン ス は ほ ぼ

20語程 度に 押 さ えられ て い る 。

お わ りに

　日刊工 業は巨大な投網で大小 の魚を獲る よ うに ， 工 作機械業界の報道を実行する。 そ の 過 程

で 多少の ミ ス リー
デ ィ ン グな表現 を露呈 す る 。 MIR は

，
い か に も米国風 の 良質 の ニ ュ

ーズ レ

タ
ー

ら し く，
WI社か ら供給 され る 日本か ら の 原稿 を厳選 する 上 に ， 簡潔な書 き方に留意す る

。

業界 に 関心 を有する読者は
， 両紙の 併読 を選択す る の が賢明で あろ う。

　なお ，
こ の 論文は北陸大学 の 特別研究助成金 を得て 続 けた研究 を基 に して い る 。
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「機械 を製 作す る ため の 機械 を総称 して い う」 と続 けて，新聞界の 概 念 を肯定 す る。
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潮 昭 太 『日 本報道 』東洋経済新報社。
書 き出 しの パ ラ グ ラ フ は次の 通 りで ある。日刊 工業 ： 「中村留精密工業 （石 川 県 鶴来町 ） は十

一
日 まで に，

約 六 十種 類 あ る 製 品 カ タ ロ グ の CD−ROM （コ ン パ ク トデ ィ ス ク を利 用 した 読 み 出 し専用 メ モ リー）化 に 本格

的に 乗 り出 した 。 製品数が 増加 し，取引先の 要望 も多様化す る 中で ，販売担当者が 携帯す る ノ
ートパ ソ コ ン

で動画像 を客先 で 見せ る こ と で，機動的な営業展開 を図る」。 MIR：

‘‘
ln　what

’
s　believed　to　be　a　rare　deve】opment

inJapanese　industry，　NakamuJa −Tome 　Precision　lndustry　Cq 〔Tsurugi，　Japan）plans　to　put　all　of　its　nearly　60　product
catalogues 　into　CD−ROM 　fermats．”
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